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雲解像モ デル を用い た発雷予測手法の 開発 （そ の 3 ）

　　　　一 放電 （発雷 ）過程 を組み 込んだ発雷予測 一

　　 淋 修吾，加藤輝之 ， 吉崎正憲 （気象研） ， 橋本明弘 （AES丁D）

1　 は じめ に

　落雷に よ る災害 の 発生を高精度で予測する こ とは，

電気の 安定供給や航空機その 他運輸機関 の 安定 ・安全

性 向上 の ために，祉会的に強く必要とされ て い る．

　 雲解 像 モ デ ル で あ る 気 象 庁非 静 力 学 モ デ ル

（JMANHM ：気象庁 予報部，2003）に電荷予 測を組

み込 ん だ 発雷予測 手法 に つ い て
， 前回 （林他 ，

2003秋

季大会A211）発 表 を行 っ た ，現実大気の シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン を行 い ，電荷を予測 した結果 と観測 され た発雷

域 との 対応が，従来使われ て きた不安定指数に よる発

雷予測よ りも良い とい う結果が得 られ た．

　本研 究で は，JMANHM に よる雲内電荷に放電 （発

雷）を直接計算す る手法 を導入 し， そ の 結果を観測 さ

れ た雷デ
ー

タと比較 して ，JMANHM を用い た発雷予

測の精度の検証を行 っ た．

2 放 （発雷） のパ ラ メ タリゼー
シ ョ ン

　発雷計算に用い た雲解像モ デ ル は JMANHM で ある ．

降水 ス キーム に は，氷相ま で 含む あられ と雪と氷晶の

数濃度を予報す る2−moment バ ル ク 法 の 雲物理過 程を

用 い た．電荷予測手法は ， 前回まで とほぼ同様 で ある．

　今回 は，電荷予測 に加 え て 生成 された電荷に よる 電

界計算を行っ た．そ の 電界強度を用い て放電 （発雷）

点を決定し，電荷を中和させ る過程を新たに組み込 ん

だ、これ に よ り，電荷の生成か ら放電までを再現する

発雷 パ ラメタ リゼー
シ ョ ン を作成 した．

　電界E の 計算は，空間電荷分布 より下記の ボ ア ソ ン

方程式を解 くこ とで得 られ る．

　　　　　　　
− P（x ，y，　z ）

　　　　　　　　　　　　　　 （E ＝一▽φ）△φ（x ，y，　z）＝

　　 　　 　　　 　　 eD

　放電点の 決定と電荷中和は ，Ma （130rrnanら（2001）の

手法を 参考に した ．放電開始点 の 閾値は 150kVlm ，放

電終了点 の 閾値は 15kV 加 とした ．こ れ らの 閾値 と上

式で 計算された電界E とに より放電域を決定し，そ の

内部 の 空間電荷を中和 させ た．

3 モ デル計　の結　と

　前述の 数値モ デル に よ る発 雷予測手法を ， 現実大気

の シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン に適用 した．気象庁メ ソ解析 を初

期値 と し ， RSM 予報値 を境界値に して ，水 平格 子 間

隔5  の JMANHM を実行 し，そ の 結果を初期値 ・境

界値 と して 水平格子間隔2km の 発 雷予測を組み 込んだ

  M を実行 した．対象とした事例 は ， 1999年 6月
29日の 福岡豪雨 の 事例 で ， JMANHM が降水予測 に成

功 して い た事 例 （降水予 測 につ い て は加藤（1999）参
照）で あ る．

　1999年6月28日22UTC にお ける気象庁 レーダー
によ

り観測 された降水量 と落雷位置（図 1a），
モ デル の 1時澗

降水量予測（図 1b），
モ デル に よる前

一一
時間 の 落雷位置

と回数予測（図 1c）を示 した．図laで 九州北部に あ る降

水帯で は多くの雷が観測されて い た．こ の 降水帯をモ

デル に よ り再現（図 1b）し，発 雷位置 を計算す ると， 観

測同様 に降水帯上に 落雷が発生する こ とが確認され た

（図 lc）．以上か ら，発雷を直接計算す る こ とで （数値
モ デル の 対流予測精度 に依存す る が），高い 精度で 発

雷を予 測で きる 可能性が示 された，

！L ：lllaPlllill
　放電点 の 決定や 中和手法には改善の余地があ り， 観

測と比較し なが ら精度を向上 させ て い く必要が ある．

ま た ，現実的な予測を行うに は，計算量の 軽減やよ り

簡便 な手法 の 開発 も行 う必要があ る．
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図 1．1996 年 6月 28 日 22bTCの （a）レーダ
ー

ア メ ダス 降水 量 Qanth＞と落雷位置（＋マ
ー

ク），

　　　 （b）モ デル に よる降水量（  〆h），（c ）モ デル に よ る落雷位置 と回数 （回／（k［e・h））．
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